
3 年次生 情報技術系列 選択者 対象 科目名「情報の科学」(水曜 1,2 限) ① 

 

担当者からのメッセージ 

・この「情報の科学」の課題については、授業が再開されてからの学習の下準備として、お

うちでもできる予習課題と考えてください。他の科目の課題もあることや、これまでの生活

とは大きく違う環境で過ごしていることと思いますので、おうちでの生活に負担とならない

範囲で取り組んでくれればと思います。 

・本来、この課題の内容は授業のなかで取り組む予定のものです。空欄が埋まらないことは

十分に想定していますので、どうかご安心ください。提出期限については特に設けておりま

せん。皆さんと保護者の方が安心して安全に学校に登校できるようになってからお持ちくだ

さいね。 

・またソフトウェアで授業できる日を楽しみにしています。 

 

 

 

 

3 年次  名前（     ）  

「これからの社会と情報モラル」 

（1）次の表は、コンピュータやインターネットを利用したコミュニケーションについてまと

めたものです。空欄にあてはまる語句を、下の語群     から 1 つ選んで記入してみま

しょう。 

コミュニケーションの方法 説明 

【①  電子メール       】 
テキストを基本としたメッセージをやりとりする仕組

み。日常的に多くの人が利用している。 

【② メーリングリスト        】 

代表となるメールアドレスに電子メールを送信すると、

登録されているメールアドレスに同じ内容が一斉に送信

される。 

【③   電子掲示板       】 
特定の Web ページの中に、意見交換を行う場として設置

する。 

【④ ＳＮＳ          】 

技術的には電子掲示板に似ているが、登録した会員だけ

が意見を述べ合うことのできる、手軽なコミュニケーシ

ョン手段である。ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽの略。 

【⑤ チャット         】 

入力した文字列が、参加者全員のコンピュータ画面に時

系列に沿って表示される。このことにより、同じ時間を共

有した双方向ミュニケーションが可能になる。 

【⑥ テレビ会議        】 

システム 

音声と映像を双方向に同時送信して、離れた場所でも会

議が行える。インターネットとディジタルデータの進展

により、コストや手続きの面で大きな発展が見られ、広く

利用されるようになっている。 

【⑦ ブログ          】 

個人で公開し、自分の意見や日々の記録を記事として手

軽に発信する。これを読んだ第三者は、記事に対してコメ

ントを入力したり、自分のブログへのリンクを設定した

りすることができる。 

【⑧ ツイッター        】 

少ない文字数で「つぶやき」のようなコメントを発信す

る。自分のつぶやきに対し、それをフォローするつぶやき

が頻繁に行われ意見交換ができる。 

 

 

 

 

ツイッター     ブログ     チャット     電子メール     SNS 

テレビ会議     メーリングリスト     電子掲示板 



（2）新たなコミュニケーションの特徴とその課題について、空欄にあてはまる語句を、 

下の語群     から 1つ選んで記入してみましょう。 

 コンピュータを利用したコミュニケーションでは、相手が見えないという特徴がある。自

身の名前を明かさない【① 匿名 】というかたちで書き込みが行われることも多いことか

ら、率直な意見を出せる。その反面、発言が無責任になる傾向があり、場合によっては感情

的な発言の応酬に発展することがある。このときに発生する、強い意見や批判を含む攻撃的

論争のことを【② 炎上 】という。 

 インターネットを有効に活用すれば、これまでになかった新しいコミュニティを構築する

ことができる。一方で、そこでのトラブルが現実の世界に持ち込まれてしまうこともある。

特定の学校に関する話題を扱う非公式な電子掲示板を設置し、【③  誹謗中傷  】や 

【④  虚偽情報  の発信】が行われることもある。また、【⑤ 自殺 】サイトや 

【⑥  違法薬物  販売】サイトなどの反社会的なコミュニティも少なくない。 

 情報社会で適切な活動を行うための基となる考え方と態度のことを 

【⑦ 情報モラル    】という。基本的には「他人に迷惑をかけない。」「他人を不愉快

にさせない」といった一般的なものと同じであるが、情報通信ネットワークの特徴を踏まえ

たうえで【⑦】を身につける必要がある。 

 情報社会では、コンピュータや情報通信ネットワークを利用した 

【⑧ サイバー空間     】で行動する場面が多く、時間や空間を超えて活動できると

いう利点がある。しかし、たとえ目の前に文字だけが見えていたとしても、その向こうには

人がいることを常に意識してコミュニケーションを行う必要がある。 

 

 

（3）インターネットに関わる権利と社会の発展について、空欄にあてはまる語句を、 

下の語群     から 1つ選んで記入してみましょう。 

 ディジタル化した情報は、完全なコピーを大量に簡単に作成できる。音楽データやソフト

ウェアには 

【①著作権   】があり、著作者に無断でコピーを取ることは、多くの場合、 【①】の侵害

にあたる。 【①】は、人格的な利益を保護する 【②著作者人格権      】と財産的な利

益を保護する 

【③  著作財産権   】とに分けられる。また、 【④ファイル交換      ソフトウ

ェア】等を利用して音楽データを記録したファイルを著作者に無断で交換する行為は違法で

ある。 

ネットでサイトを見続けていたり、無料通話アプリなどでずっと会話をしたりするなど、

ネットの世界のやりとりに夢中になり、日常生活に支障をきたすことを 

【⑤   ネット依存  】という。 

 コンピュータを使いこなせない人や情報機器を入手できない人が情報技術を活用できず、

社会的に困難な状況に追い込まれてしまうことがある。情報技術を活用できる人との間に生

じる格差を 

【⑥ディジタルデバイド         】という。この格差は、個人間だけでなく、地

域間、国家間でも生じており、世界全体が抱える問題になっている。情報社会のよりよい発

展には、このような格差をなくす必要がある。 

 

 
炎上     虚偽情報     サイバー空間     違法薬物 

匿名     誹謗中傷     自殺     情報モラル 

著作者人格権     著作権     ネット依存 

著作財産権     ディジタルデバイド     ファイル交換 



「問題解決のプロセス」 

 情報の科学の授業内で、「大阪観光案内」として旅行計画を立ててもらう予定です。この休

校期間を利用して、大まかな行程表を考えてみましょう。（現在の自粛する前の大阪を想定し

てください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．友人を連れていきたい「場所、スポット」の候補地を思いつくだけ書き出してみよう。 

  

  

  

  

  

 

2．友人と一緒に食べたい「食べ物」の候補を思いつくだけ書き出してみよう。 

  

  

  

  

  

 

※周りの人に聞いてみたり、インターネットで検索してみたりするのもおすすめです。 

（検索ワード「大阪 観光」「大阪 食べ物」など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

旅行の条件 

・期間は、2 泊 3 日とします。時期や曜日は自由に決めてください。 

・1 日目の開始場所、3 日目の終着場所は、「新大阪駅」とします。 

・予算は、1 人あたり 25,000 円まで。どうせなら、予算ギリギリまでお金を使っちゃっ

てください。ホテルへの宿泊費は考える必要はありません。ホテルの宿泊プランについて

は、食事が付いていないものとします。 

 

今回の旅行の設定 

・遠くに住んでいる友人が、初めて大阪にやってくる。友人に大阪の良さを知ってもらえ

るような旅行にしたい。 

・大阪らしい場所に行ったり、大阪らしい体験をしたり、大阪っぽい食事を食べたりした

い。 

・移動時間が多いと疲れてしまうので、できるだけ効率よく移動したい。 

 

補足 

・連れていく場所は、あなたが行ったことのない場所でも全く問題ありません。 

・大阪以外でめっちゃ連れていきたい場所がもしあれば、近畿圏内であれば連れて行って

も OK です。 



3．1 と 2 で書き出したなかからいくつか選び、3日間の大まかな旅行計画を立ててみましょ

う。 

時間＼日 1 日目 2 日目 3 日目 

 

朝 

 

 

 

昼 

 

 

 

夜 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※授業では、Excel を使ってさらに詳しい旅の行程表を作成してもらう予定です。 

添付の行程表の一例も参考にしてみてくださいね。 

番外編 

もし手軽にパソコンを使える環境があり、余裕があれば下記のものにも挑戦してみ

てください。「プログラミング」の単元で利用する予定のものです。 

 

●アルゴリズム体験ゲーム「アルゴロジック」  

https://home.jeita.or.jp/is/highschool/algo/prm/howtoplay.html 

 →これのスマホ版のアプリ 

『GP リーグプログラミングコロシアム「トレーニングジム」』もあります。 

 

●Scratch（ピョンキーのパソコン版） 

https://scratch.mit.edu/ 

推奨ブラウザ：Chrome、Microsoft Edge、Firefox、Safari 

（Internet Explorer では使えません。） 

 


